
一
止
命
館
経
済
学
（
第
十
州
巻
・
、
二
号
）

学
界
動
向

　
　
　
　
経
済
統
計
研
究
八
ム
猪
九
ｎ
全
国
総
会

　
経
済
統
計
研
究
会
第
九
回
令
国
総
八
ム
は
７
月
１
５
，
１
６
の
両
Ｈ
｛
＾
川
で

開
催
さ
れ
、
研
究
報
缶
１
２
、
海
外
慨
学
報
告
２
、
か
行
わ
れ
た
。
研
究
紺

作
の
テ
ー
マ
と
報
告
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
１
、
周
期
解
析
法
に
つ
い
て
、
近
咄
夫
　
２
、
チ
ー
ム
の
決
ｔ
〃
沽
、

　
新
宋
健
精
　
３
、
統
計
利
用
に
お
け
る
脈
率
的
レ
式
に
施
と
マ
ル
「
一

　
フ
過
程
！
農
宋
数
変
動
を
例
に
…
、
吉
旧
忠
　
４
、
計
壮
従
済
Ｙ
比

　
判
（
そ
の
皿
）
、
内
海
庫
一
郎
　
５
、
統
計
学
の
学
閉
的
件
格
に
か

　
ん
す
る
、
疑
閉
、
山
巾
狂
炎
　
６
、
地
蚊
所
俗
推
計
の
閉
胆
＾
、
閑

　
弥
ゴ
．
郎
　
７
、
独
｛
分
析
と
統
計
方
法
に
っ
い
て
、
ｒ
＾
．
止
毅
　
８
、

　
心
　
次
吐
界
大
牧
の
肺
後
に
お
け
る
乳
肥
北
亡
統
計
の
特
倣
に
っ
い

　
て
、
丸
山
博
　
９
、
．
九
、
、
、
○
午
代
の
炊
木
ド
炎
的
「
計
川
什
沽
」

　
命
、
Ｌ
杉
．
止
．
郎
　
　
１
０
、
秋
後
Ｈ
木
の
維
済
計
岬
、
山
川
〃
ン
」
介

　
ｕ
、
指
定
統
計
制
度
の
…
胆
＾
、
、
、
、
瀦
行
郎
　
１
２
、
糺
公
け
に
お
け

　
ろ
統
。
斗
…
教
ム
〕
ン
ブ
て
の
一
教
Ｈ
］
、
の
推
小
肌
、
、
ハ
介
伯
．
…
川

榊
ヅ
ロ
テ
ー
↓
、
は
多
ル
収
に
わ
た
４
て
い
る
、
か
、
い
ず
れ
も
木
八
ム
の
Ｈ
…
…
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
一
〇
　
（
．
二
八
八
）

・
ド
〃
る
什
ヘ
ム
科
〃
プ
に
壮
鮒
ｗ
．
な
ｗ
吋
い
仁
統
一
計
閉
五
柵
の
研
此
九
、
統
．
計
の
朴
川
ｗ
〃
…

研
究
に
れ
按
、
…
批
に
関
地
す
る
も
の
で
あ
る
。
八
／
こ
れ
を
そ
の
内
容

に
よ
っ
て
．
Ｋ
別
す
ろ
と
、
木
公
独
糾
の
広
統
的
た
テ
ー
マ
で
あ
る
赦
州

統
一
計
沽
…
ｒ
汰
批
判
ン
ｉ
、
ル
帆
計
災
川
ソ
洲
、
ゾ
て
１
れ
に
…
仇
へ
炊
人
ド
ポ
ー
我
の
州
仇
状
八
〃

析
に
関
す
る
も
の
お
ト
∴
ひ
そ
の
他
の
川
つ
の
グ
ル
ー
ゾ
に
分
け
る
こ
と

、
か
で
ざ
よ
う
。

　
数
〃
統
計
〃
戸
批
州
Ｈ
に
閥
…
す
る
も
の
は
汀
一
、
内
小
倣
、
ト
ｎ
…
の
、
一
、
氏
の
榊
…

片
で
あ
る
。
近
報
片
は
叶
系
列
解
析
法
巾
の
ヘ
リ
オ
ド
グ
ラ
ム
分
析
と

ｎ
己
阿
帰
分
析
を
対
役
に
、
舳
存
か
ら
後
者
へ
の
売
展
地
〃
を
ヶ
悦
史

的
に
ぢ
夜
小
し
て
そ
．
ー
ハ
ら
の
火
木
的
件
格
、
沽
閉
胆
を
閉
ら
か
に
し
、
＾

後
に
こ
れ
ら
の
ｈ
カ
沽
は
叶
！
、
米
列
の
．
桜
約
以
ト
の
も
の
は
ケ
え
な
い
の
で

あ
り
て
、
　
こ
れ
に
よ
り
て
＾
刈
々
一
の
木
岬
け
…
山
侭
は
．
小
．
川
糺
肥
で
あ
る
し
〆
、
け
仙
人
…

寸
ゐ
、
内
巾
倣
柵
小
Ｈ
は
咋
〔
小
に
川
川
続
キ
Ｌ
．
一
甘
｝
縦
一
析
〃
プ
に
お
け
る
モ
デ
ル
分

析
、
脈
卒
沽
的
戸
法
の
似
川
の
非
科
Ｙ
作
．
を
桁
州
す
ん
。
お
も
つ
に
…

…
心
の
”
杣
…
、
…
…
…
キ
ば
考
火
パ
し
」
－
一
Ｙ
、
は
．
止
．
に
…
肚
小
Ｈ
考
の
け
～
ム
…
の
ド
…
一
〔
、
小
、
｛
ろ

つ
．
、
け
、
だ
し
い
杵
汰
…
仙
仙
集
の
木
｝
い
は
一
絆
沽
川
人
…
に
よ
り
で
．
の
入
…
篶
仰
し
～

チ
～
の
で
、
あ
り
、
い
柞
済
川
人
…
の
、
火
＾
Ｈ
げ
を
欠
い
だ
ル
机
＾
八
リ
一
パ
…
の
入
か
ら
…
”

俊
の
木
皿
に
批
兀
寸
，
勺
．
丁
、
一
一
け
．
小
．
川
沈
で
レ
川
小
か
ら
リ
し
か
し
絆
済
川

人
…
、
か
ル
帆
計
肚
の
舳
川
、
、
’
エ
パ
十
－
．
ノ
、
ノ
．
一
洲
…
「
－
一
セ
」
１
〃
，
勺
ム
の
で
．
↓
べ
い
…
帆
り
、
一
て



れ
を
整
序
す
る
手
法
と
し
て
形
式
的
整
理
、
白
然
科
学
の
方
法
の
類
推
、

援
用
で
は
あ
る
が
数
理
解
析
法
の
適
用
の
重
要
な
役
割
が
あ
り
、
そ
し

て
得
ら
れ
た
結
論
が
経
済
理
論
的
考
察
と
矛
盾
し
な
い
限
り
実
践
的
利

用
に
は
十
分
役
立
て
得
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
報
告
者
の
視
角

と
並
ん
で
今
一
つ
こ
の
よ
う
な
角
度
か
ら
す
る
問
題
接
近
も
有
効
か
と

思
わ
れ
る
。

　
経
済
理
論
の
指
導
の
下
に
数
理
統
計
の
方
法
を
適
用
す
る
場
合
、
当

然
の
こ
と
な
が
ら
数
理
統
計
の
方
法
が
持
つ
前
提
条
件
を
杜
会
経
済
の

現
実
が
満
足
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
点
を
無
視
し
た
適
用
を

批
判
し
た
の
が
吉
田
報
告
で
あ
る
。
吉
田
報
告
は
農
業
経
済
学
に
お
げ

る
マ
ル
コ
フ
過
程
の
適
用
に
よ
る
終
局
的
た
農
家
戸
数
の
予
測
の
例
を

取
上
げ
て
、
プ
ル
コ
フ
過
程
の
確
率
的
形
式
主
義
の
性
格
か
ら
そ
れ
の

経
済
現
象
の
説
明
へ
の
適
用
の
無
意
味
な
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
次
に
統
計
集
団
論
に
関
す
る
も
の
は
田
中
氏
の
報
告
の
み
で
あ
る
。

従
来
統
計
の
基
本
概
念
と
し
て
統
計
侭
団
が
統
計
値
の
某
礎
に
考
え
ら

れ
て
ぎ
た
。
と
こ
ろ
が
経
済
統
計
の
発
達
と
共
に
集
団
概
念
で
は
必
ず

し
も
律
し
き
れ
な
い
統
計
対
象
が
多
く
な
り
（
例
え
ぼ
中
央
搬
行
の
免

狐
券
発
け
高
）
、
内
海
咋
一
郎
氏
に
よ
っ
て
放
年
前
に
、
統
計
は
杜
会

経
済
の
姑
的
規
で
あ
っ
て
対
象
が
策
閉
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と
せ
ず
個

　
　
　
　
学
　
　
界
　
　
動
　
　
向

体
で
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
の
問
題
が
提
起
さ
れ
、
爾
来

統
計
集
団
論
が
こ
の
新
し
い
方
向
に
お
い
て
発
展
し
て
行
っ
た
。
田
中

報
告
は
こ
の
点
に
関
す
る
最
近
の
統
計
学
老
の
主
張
を
整
理
し
て
資
料

と
し
て
提
供
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
問
題
の
今
後
の
発
展
に
資
す
る
と

こ
ろ
大
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
現
代
資
本
主
義
の
現
状
分
析
に
関
す
る
も
の
は
手
島
、
上
杉
、
山
田

の
三
氏
の
報
告
で
あ
る
。
手
島
報
告
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
お
げ
る

日
本
帝
国
主
義
の
政
治
、
経
済
的
発
展
の
不
均
等
性
の
実
態
を
詳
細
に

分
析
し
た
。
質
問
に
入
っ
て
帝
国
主
義
の
復
活
を
ど
う
と
ら
え
る
か
、

階
級
闘
争
の
不
均
等
発
展
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
国
際
的
連
帯
と
は

矛
盾
し
な
い
か
、
の
二
点
に
つ
い
て
議
論
が
闘
わ
さ
れ
た
。
上
杉
報
告

は
一
九
二
九
年
恐
慌
以
後
計
画
化
の
要
請
の
増
大
と
ソ
連
の
計
画
経
済

の
発
展
に
刺
戟
さ
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
一
九
三
〇
年
代
に
行
わ

れ
た
資
本
主
義
的
計
画
経
済
の
可
能
性
に
っ
い
て
の
論
議
の
発
展
過
程

を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
山
田
報
告
は
箪
二
次
大
戦
後
日
本
の

経
済
計
画
の
変
遷
を
た
ど
り
、
昨
秋
発
表
さ
れ
た
計
母
経
済
学
的
手
法

に
よ
る
中
期
経
済
計
画
の
特
徴
－
技
術
的
観
点
の
優
位
、
日
本
経
済
の

特
徴
の
無
視
箏
を
明
ら
〃
に
し
て
禰
々
批
判
を
加
え
た
。
質
閉
に
人
っ

て
政
治
灼
理
出
か
ら
計
画
作
成
の
過
程
が
歪
め
ら
れ
る
現
火
、
資
木
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
　
（
三
八
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
三
号
）
・

義
経
済
に
お
げ
る
経
済
計
画
の
役
割
等
に
つ
い
て
討
議
が
交
さ
れ
た
。

　
そ
の
他
の
報
告
に
つ
い
て
は
一
々
そ
の
概
要
の
紹
介
を
省
く
こ
と
に

す
る
。

　
総
会
を
回
顧
し
て
感
ず
る
こ
と
は
、
報
告
件
数
が
多
く
て
時
問
の
都

合
か
ら
報
告
、
討
論
が
不
十
分
に
終
り
易
い
う
ら
み
が
あ
り
、
ま
た
理

解
を
助
げ
討
論
を
皆
の
も
の
に
す
る
た
め
に
報
告
の
要
点
を
示
す
レ
ジ

ュ
メ
が
必
要
で
あ
る
点
で
あ
る
。
来
年
の
総
会
の
折
に
は
是
非
考
慮
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
関
　
弥
三
郎
）

共
同
研
究
室

二
二
　
（
三
九
〇
）

　
　
　
昭
和
四
十
年
度
第
四
回
研
究
会
（
七
月
二
日
）

　
　
　
　
　
▼
テ
ー
マ
「
ソ
連
邦
の
経
済
建
設
路
線
と
利
潤
論
争
」

　
　
　
　
　
　
報
告
者
　
小
野
　
一
郎
氏

報
告
要
旨
　
一
九
六
二
年
九
月
の
リ
ー
ベ
ル
マ
ン
論
文
「
計
画
、
利
潤
、

報
奨
金
」
に
始
ま
る
い
わ
ゆ
る
利
潤
論
争
は
、
第
二
〇
回
党
大
会
に
ょ

る
経
済
建
設
路
線
の
転
換
、
お
よ
び
経
済
管
理
再
編
成
過
程
の
進
行
と

の
関
連
に
お
い
て
把
握
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
リ
ー
ベ
ル
マ
ソ
論
文
は
、
一
、
企
業
段
階
で
の
計
画
化
方
式
の
決
定

的
な
非
中
央
集
権
化
、
二
、
企
業
活
動
の
主
要
評
価
指
標
と
し
て
の
、

生
産
フ
ォ
ソ
ド
に
た
い
す
る
比
率
に
お
げ
る
利
潤
率
指
標
の
導
入
、
三
、

利
潤
に
お
う
じ
た
報
奨
金
制
度
の
確
立
、
な
ど
の
柑
置
に
よ
っ
て
、
企

業
の
経
済
的
ｏ
主
性
と
国
民
経
済
会
議
の
椛
眼
を
拡
大
し
、
ｎ
動
調
整

的
な
物
質
的
刺
激
装
置
に
よ
る
計
画
遂
行
と
杜
会
的
生
産
の
坤
大
を
保

証
し
よ
う
と
す
る
構
想
に
立
っ
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
論
争

は
、
単
な
る
利
潤
指
標
論
争
で
は
な
く
、
企
業
と
国
民
経
済
と
の
相
互

関
係
に
か
か
わ
る
、
維
済
符
理
方
式
に
っ
い
て
の
諭
争
と
し
て
の
内
容



を
も
つ
。

　
一
九
五
六
年
の
二
〇
回
大
会
は
、
　
「
平
和
共
存
路
線
」
を
宣
言
し
、

「
寮
本
主
義
と
の
経
済
競
争
」
の
観
点
か
ら
、
　
「
杜
会
士
上
義
杜
会
の
生

虚
の
物
質
的
基
礎
」
の
拡
大
を
当
面
の
経
済
建
設
の
中
心
課
題
と
し
た

が
、
こ
の
よ
う
な
戦
略
的
構
想
か
ら
、
杜
会
主
義
的
生
産
関
係
の
い
っ

そ
う
の
改
造
と
い
う
よ
り
は
、
も
っ
ぱ
ら
生
産
力
の
発
展
を
志
向
す
る

観
点
に
立
ち
つ
つ
、
　
「
物
質
的
関
心
の
原
則
」
へ
の
依
拠
、
お
よ
び
経

済
管
理
体
制
の
非
中
央
集
権
化
を
主
要
な
柱
と
す
る
経
済
管
理
路
線
が

打
出
さ
れ
た
。

　
二
〇
回
大
会
の
路
線
は
、
ま
ず
農
業
分
野
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
フ
ル

シ
チ
ョ
フ
農
政
と
し
て
具
体
化
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
大
会
前
の
一
九
五

三
年
九
月
の
中
央
委
員
会
総
会
に
始
ま
り
、
一
九
五
八
年
に
一
段
落
を

っ
げ
た
が
、
農
産
物
調
達
制
度
の
改
訂
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
股
階
で
の
農
業

計
画
化
方
式
の
改
革
、
機
械
ト
ラ
ク
タ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ソ
の
改
組
た
ど

を
主
た
内
容
と
し
た
。
同
じ
方
向
で
の
経
済
管
理
ｗ
納
成
過
秋
は
、
工

業
の
分
野
で
は
、
一
九
五
七
年
の
囚
ｋ
経
済
会
議
に
よ
る
枇
わ
り
管
理

方
式
へ
の
移
行
、
一
九
五
六
－
五
九
年
の
賃
企
体
系
改
革
た
ど
と
し
て

進
行
し
た
が
、
農
業
の
ば
あ
い
と
こ
と
な
り
、
企
業
と
国
民
経
済
と
の

相
互
関
係
に
直
接
触
れ
る
所
ま
で
は
す
ぐ
に
は
巡
ま
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
共
　
同
　
研
　
究
　
室

　
二
〇
回
大
八
ム
直
後
か
ら
、
計
画
指
標
論
争
と
価
佗
価
格
論
争
の
二
つ

の
流
れ
に
大
別
で
き
る
諸
論
争
が
活
発
化
す
る
が
、
こ
れ
ら
が
利
潤
論

争
へ
と
総
合
的
転
化
を
と
げ
る
に
は
、
経
済
管
理
再
編
成
過
程
が
企
業

段
階
に
定
着
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　
　
一
九
六
一
年
の
二
二
回
大
会
は
、
二
〇
回
大
会
路
線
を
踏
襲
し
つ
つ
、

　
「
共
産
主
義
杜
会
建
設
の
綱
領
」
の
中
に
こ
れ
を
定
式
化
し
た
が
、
そ

れ
は
「
平
和
共
存
路
線
」
を
堅
持
し
て
、
　
「
共
産
主
義
の
物
質
的
技
術

的
基
盤
の
創
造
」
を
当
面
二
〇
年
問
の
主
要
な
経
済
的
課
題
と
規
定
し
、

そ
の
遂
行
の
た
め
、
地
方
や
企
業
の
経
済
的
口
主
性
の
強
化
、
物
質
的

関
心
へ
の
依
拠
、
商
品
貨
幣
関
係
の
利
用
強
化
、
た
ど
を
主
た
る
内
容

・
と
す
る
経
済
管
理
路
線
を
志
向
し
て
い
る
。
綱
領
路
線
は
、
一
九
六
二

年
一
一
月
の
中
央
委
貝
会
総
会
で
具
休
化
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九
六
四
年

に
入
る
と
、
　
「
注
文
牛
産
方
式
」
や
新
報
奨
捌
度
の
実
験
が
始
ま
り
、

こ
れ
ら
は
今
後
払
大
の
方
向
が
打
川
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
雌
業
の
分
野

で
も
、
一
九
五
三
－
五
八
年
の
改
卑
を
補
完
す
る
淋
朴
附
が
こ
の
…
に

と
ら
れ
た
。
一
一
月
総
八
ム
直
前
に
始
ま
っ
た
利
澗
論
争
は
、
こ
の
よ
う

な
維
済
管
理
再
編
成
過
租
の
企
業
次
元
へ
の
定
着
を
反
映
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
　
一
九
六
四
年
の
淋
火
験
閉
始
と
と
も
に
、
リ
ー
ベ
ル
マ
ン
諭
文
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
；
一
　
（
三
九
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
四
巻
・
三
号
）

ト
ラ
ベ
ズ
ニ
コ
フ
の
価
格
可
変
制
、
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
の
計
画
－
注
文
方

式
に
も
と
づ
く
経
済
計
算
制
的
計
画
化
の
提
唱
に
ひ
き
つ
が
れ
、
利
潤

論
争
は
、
企
業
と
国
民
経
済
と
の
相
互
関
係
、
企
業
問
相
互
関
係
、
価

格
形
成
原
則
な
ど
、
経
済
管
理
の
全
而
的
再
検
討
を
内
容
と
す
る
に
至

る
。　

リ
ー
ベ
ル
マ
ソ
ー
ー
ト
ラ
ベ
ズ
ニ
コ
フ
ー
ー
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
構
想
は
、
ソ

連
邦
の
学
界
に
お
い
て
、
か
な
り
多
く
の
点
で
批
判
の
対
象
と
汰
っ
た

が
、
と
く
に
、
単
一
の
総
合
的
評
価
指
標
と
し
て
の
利
潤
指
標
の
提
喘

は
賞
本
主
義
的
と
み
な
さ
れ
た
点
、
企
業
の
計
両
化
方
式
に
お
け
る
過

度
の
非
巾
央
集
権
化
は
国
民
経
済
の
バ
ラ
ン
ス
を
破
壌
す
る
も
の
と
批

判
さ
れ
た
点
な
ど
が
、
ヤ
た
批
判
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
緑

済
竹
理
の
非
巾
火
朱
権
化
、
物
貫
的
関
心
の
重
視
と
い
う
綱
伽
略
線
の

具
体
化
の
方
法
に
た
い
す
る
批
判
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
論
争
は
、
経
済
管
理
の
具
休
的
方
式
に
つ
い
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る

と
は
い
え
、
火
は
、
杜
八
ム
主
義
的
経
済
管
理
の
民
主
集
中
制
原
則
、
物

貫
的
関
心
、
仕
公
乍
苑
の
も
と
で
の
商
舳
価
仙
範
瞭
な
ど
の
狐
本
的
理

解
や
位
置
づ
げ
に
か
か
わ
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
理
論
的

諾
閉
魎
に
つ
い
て
の
ソ
連
邦
学
界
の
支
配
的
な
見
は
、
批
判
的
に
検
討

さ
れ
ね
ぱ
た
ら
な
い
も
の
を
多
く
含
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四
　
（
三
九
二
）

意
見
交
換
　
報
告
後
、
種
々
質
疑
応
答
な
ら
び
に
意
見
交
換
が
な
さ
れ

た
が
、
提
起
さ
れ
た
問
題
は
、
一
、
い
わ
ゆ
る
フ
ル
シ
チ
ヨ
フ
農
政
に

よ
る
農
業
再
編
成
は
成
功
を
お
さ
め
た
の
か
否
か
、
ま
た
そ
れ
と
リ
ー

ベ
ル
マ
ン
論
文
と
の
関
係
、
二
、
物
質
的
関
心
の
重
視
は
、
事
実
上
そ

の
一
方
的
強
調
に
陥
入
っ
て
い
る
の
で
は
た
い
か
、
三
、
利
潤
論
争
と

地
代
論
争
と
の
関
連
、
四
、
共
産
主
義
の
物
質
的
技
術
的
某
盤
の
創
造

と
牛
睦
関
係
改
造
と
の
関
連
、
五
、
全
人
民
国
家
の
規
定
と
経
済
建
設

路
線
と
の
関
連
、
六
、
生
産
力
と
し
て
の
人
問
の
改
造
の
閉
題
と
経
済

連
設
路
線
と
の
関
連
、
等
々
き
わ
め
て
広
範
囲
に
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
年
度
猜
五
回
研
究
会
（
七
月
九
口
）

　
▼
テ
ー
マ
「
外
国
託
教
育
を
と
お
し
て
み
た
一
般
教
育
」
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虹
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氏


